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29歳以下 30代 40代 50代 60歳以上 合計

北海道 17 17 22 29 70 155

東北 19 20 28 21 78 166

関東 141 133 190 164 391 1,019

中部 69 72 82 84 195 502

近畿 53 56 79 77 190 455

中国 25 15 31 34 77 182

四国 10 14 17 14 50 105

九州 29 44 40 35 124 272

合計 363 371 489 458 1,175 2,856
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調査概要

日本全国約3000人を対象に、コロナ禍後の社会での移動の実態、および、クルマに対する

意識の調査を実施

項目 内容

調査目的
コロナ禍後の社会で人の移動がどのように変わったかを分析し、

移動の実態を踏まえて、モビリティ関連企業へのビジネスの提案を行うこと

調査時期 2023年6月

調査方式 Webによるアンケート調査

調査対象
日本全国の老若男女 計2,856サンプルを回収

（詳細セグメントは右記の通り）

調査内容

①回答者プロファイル

②COVID-19によるライフスタイルの変化

③COVID-19第五類移行後の移動の実態

（目的・頻度・手段・所要時間）

④クルマに対する意識

（クルマイメージ・保有意向・利活用意向など）

分析手法
2018年に当社にて実施した「現状の移動実態・クルマへの意識調査」との差異

を元に、COVID-19による変化を分析

回収サンプル数：2856人

Web調査イメージ

（単位：人）
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エグゼクティブサマリ

5

2



© 2023. For information, contact Deloitte Tohmatsu Consulting LLC.6

【エグゼクティブサマリ①】ー移動に関する変化
分類 コロナ禍後に起きた変化

◼ 三大都市圏郊外、50代を除き、2018年比で全体的に移動量が増加

➢ 地域別では、三大都府県で顕著に増加

➢ 世代別では、30代・60歳以上で大きく増加

移動量

移動目的

移動手段

◼ 出張や業務の移動量は減少しているものの、通勤、買い物が2018年比で増加

➢ 特に三大都府県・その他の地域における通勤の移動量が顕著に増加

➢ 通勤の移動量増加の主要因は移動時間の増加で、頻度は減少

◼ 多くの移動手段はコロナ禍前の水準を超えているが、長距離移動を中心に公

共交通の利用割合は相対的に低下傾向。一方、マイカーや自転車など個人の

移動手段を利用した移動量は大きく増加

➢ いずれの地域・世代においてもマイカー移動量は増加し、30代・60歳以上で特に増加

➢ 30代以下の若年層世代を除くと、電車による移動割合が減少

➢ 地域・世代によらず自転車による移動量がコロナ禍前からほぼ倍増

➢ 30・40代以外では、飛行機・新幹線移動がコロナ禍前水準より減少

移動ニーズ

◼ コロナ禍前同様に安心・安全を求める傾向は継続し、3密回避のニーズは激減

➢ プライベートの移動ではコスト意識が低下し、便利で快適な移動を重視

➢ 全国的にコスト意識が低下、三大都府県以外でも短時間での移動を重視するニーズ高

➢ 特に30代以上の層で、安価な移動コスト以上に利便性や快適さを求める傾向

想定トレンド

◼ コロナ禍の外出規制の反動

による、人々の外出意欲の

高まり

◼対面業務の価値の再認識、

消費活動の回復

◼都心から準郊外への移住

◼郊外大型スーパーの利用増

◼ コロナ禍により喚起されたマ

イカー移動ニーズは継続

◼健康志向の高まりも相まっ

て、自転車による移動ニーズ

が増加

◼安全・安心、快適・便利等、

コロナ禍前のベーシックニーズ

への回帰



© 2023. For information, contact Deloitte Tohmatsu Consulting LLC.7

【エグゼクティブサマリ②】ークルマに対する意識の変化

分類 コロナ禍後に起きた変化

◼ コロナ禍前後でクルマのイメージに大きな変化はなく、“ただの移動手段”と思う無

関心層が依然として大多数

➢ 全体を俯瞰すると、無関心層の割合は変わっていないが、低中所得では無関心層の増

加、高所得層ではクルマ好きが増加、二極化がより進む

クルマの

イメージ

◼ 非保有者だけでなく、現在保有者においてもマイカー保有意向は不透明化

➢ 保有率に関しては、登録車・軽自動車ともに横ばいとなっている

➢ 29歳以下では車種に関係なくマイカー保有率は減少しており、60歳以上では登録車か

ら軽自動車へ移行していると推察

➢ 現在マイカー保有者のすべての年代・地域において保有意向が不明瞭になっており、

将来のマイカー所有率の減少が予測される

➢ 現在マイカー非保有者に関しては、若年層の非保有傾向が顕著に増加

➢ マイカー保有・非保有理由については、金銭的な理由が最も多い

マイカー

保有

◼ 各種の新しいモビリティサービスに対する認知度は5年前から上昇したが、理解度は減少

◼ 利用率及び利用意向も上昇は見られていない

◼ 利便性の改善やサービス理解度を向上させる取り組みが必要

利活用

想定トレンド

◼ クルマのコモディティ化トレン

ドはコロナ禍前から継続

◼ コモディティ化トレンドに伴い、

一部高齢者がコスパの良い

軽自動車へ移行

◼物価高騰を中心とした情勢

不安により、特に若者のク

ルマ離れが加速化

◼ モビリティサービス市場の

拡大は限定的かつサービス

理解に大きな課題
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調査結果詳細
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移動に関する変化
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移動 クルマへの意識

3-1
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アプローチ方法

コロナ禍後の世界において、①移動量・②移動目的・③移動手段・④移動ニーズから移動

の在り方を明らかにする

今回調査で活用した移動手段

移動目的

移動手段

移動ニーズ

分析の軸

2

3

国土交通省 全国都市交通特性調査

集計時の移動目的区分

調査方法

追加する移動目的区分

①通勤 ②通学 ③業務（日常生活圏内の移動）

④買い物 ⑤食事 ⑥観光 ⑦送迎 ⑧通院 ⑨その他
⑩出張 ⑪ドライブ

飛行機 新幹線

電車 短距離バス 自動車
（マイカー）

自動車
（レンタル／シェア）

自動車
（タクシー）

自動二輪車 自転車

長距離バス

徒歩

長距離

短距離

快適性・機能性 ①快適 ②スペースの広さ ③個室空間 ④情報提供

⑤有意義に過ごせること
安心・安全

喜び・魅力

低価格

利便性

⑥3密の回避 ⑦安全性 ⑧安心 ⑨衛生 ⑩他者に運転
⑪デザイン性 ⑫プレミア感 ⑬走る喜び ⑭環境への配慮

⑮価格・料金の安さ

⑯時間の正確性 ⑰短時間移動 ⑱待ち時間の少なさ

⑲簡素な手続き ⑳乗換の少なさ

移動量

1
一人当たり

年間総移動量

1移動当たり

移動時間
年間移動頻度

移動手段別

時速
人数

（＝サンプル数）

4

年齢

地域

①18~29歳

②30代

③40代

④50代

⑤60歳以上

①三大都府県：

愛知県、東京都、大阪府

②三大都市圏郊外：

埼玉県、千葉県、神奈川県

兵庫県、京都府、奈良県

③その他の地域：

その他

移動 クルマへの意識
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一人当たり総移動量

新型コロナウィルス感染症の5類感染症移行を受け、一部の地域や世代を除くと、

人々の移動量はすでにコロナ禍前を超える水準まで回復している

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000

全体
16,435

11,869

40代
16,652

15,359

13,876
18,289

三大都府県

14,916

17,331
15,305

23,132

三大都市圏

郊外

16,143
その他の地域

23,151
18~29歳

23,478
17,101

30代

17,657

17,407
15,829

50代

9,614
60歳以上

①移動量

移動 クルマへの意識

減少率が高い項目

増加率が高い項目2018年

2023年
凡例

一人当たり年間総移動量(km)

（km）

※ハイライト

増減率の大きい上位3項目

+6,377

（+37.3%）

+2,255

（+23.5%）

▲2,026

（▲11.7%）

▲1,578

（▲9.1%）

※地域の定義

三大都府県：

東京都、大阪府愛知県

三大都市圏郊外：

埼玉県、千葉県、神奈川県

兵庫県、京都府、奈良県

+1,076

（+7.0%）

+4,413

（+31.8%）

コロナ禍の外出規制の反動による、人々の外出意欲の高まりが窺える
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移動に関する変化

12
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移動目的

移動 クルマへの意識
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5,267

1,263

1,046

1,662

1,761

721

1,683

1,343

1,202

2,687

753

442

780

13

移動目的別：一人当たり総移動量

通勤で移動量増だが、出張や業務は減少。また、買物の移動量増加も大きい

4,0003,0000 1,000 2,000 5,000

通勤
4,765

業務（近郊）

通学

出張

買い物

外食

観光・レジャー

送迎

通院

ドライブ

941

345

2,095

883

1,523

631

移動目的別一人当たり年間総移動量(km)

▲460(▲27.7%)

②移動目的

（km）

+322

（+34.2%）

移動 クルマへの意識

減少率が高い項目

増加率が高い項目2018年

2023年
凡例

+502

（+10.5%）

▲418(▲23.7%)

+592(+28.3%)

社外との会議はリモート会議を継続していること、5類移行に伴い消費の回復に向けた兆しが見て取れる

※ハイライト

増減率の大きい上位2～3項目
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減少寄与度が高い項目 減少率が高い項目

増加寄与度が高い項目 増加率が高い項目

4,929 

5,835 

6,570 

6,401 

3,596 

4,351 

770 

1,714 

1,530 

936 

673 

1,221 

1,469 

1,825 

2,251 

1,086 

1,615 

1,246 

2,185 

1,895 

1,279 

926 

1,625 

1,012 

1,313 

2,272 

1,748 

2,204 

2,703 

3,163 

704 

1,136 

923 

912 

951 

1,077 

1,501 

2,112 

1,572 

1,542 

1,505 

1,549 

357 

626 

681 

456 

998 

917 

285 

384 

287 

288 

411 

556 

363 

490 

491 

554 

852 

1,051 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

三
大

都
府

県

三
大

都
市

圏

郊
外

そ
の

他
の

地
域

通勤 通学 業務（近郊） 出張 買い物 外食 観光・レジャー 送迎 通院 ドライブ
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地域別×移動目的別：一人当たり総移動量

三大都府県では、通勤・通学での移動量増加に加え、プライベートの移動も大きく増加。

また、三大都市圏郊外は通学及び業務の減少が大きく、移動量減の要因となっている
②移動目的

地域別における移動目的別一人当たり年間総移動量(km)

※ハイライト

①増減率の大きい上位2項目

②±500以上の増減がある項目

凡例：

+906 +944(+122.6%) +75.4%+959

+456(+26.1%) +12.8%

▲290(▲13.3%)

+755 +548(+81.4%) +35.3%

▲38.8% ▲1,165(▲51.8%)

▲22.8% ▲613(▲37.7%)

+4,413（+31.8%)

+611

移動 クルマへの意識

※地域の定義

三大都府県：

東京都、大阪府愛知県

三大都市圏郊外：

埼玉県、千葉県、神奈川県

兵庫県、京都府、奈良県
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世代別×移動目的別：一人当たり総移動量

【参考】世代問わず通勤、買物の移動量が増加。30代は目的問わず増加傾向で、通勤・

通学の増加が特に大きい。また、30代以上で通学の移動量も伸長している
②移動目的

世代別における移動目的別一人当たり年間総移動量(km)

7,241 

7,534 

5,787 

7,789 

6,502 

6,928 

5,613 

6,231 

2,054 

2,703 

3,451 

3,448 

845 

2,494 

560 

1,113 

557 

1,134 

131 

311 

3,175 

1,699 

1,892 

2,093 

1,743 

1,355 

2,212 

1,414 

878 

962 

1,951 

2,256 

1,748 

2,079 

1,693 

1,437 

2,716 

696 

1,060 

700 

2,191 

2,505 

2,042 

2,536 

2,009 

2,282 

2,020 

2,424 

2,141 

3,061 

1,322 

1,257 

973 

1,498 

766 

909 

765 

979 

747 

922 

1,813 

2,553 

1,699 

2,383 

1,385 

1,445 

1,838 

1,097 

1,262 

1,522 

747 

642 

1,063 

1,080 

897 

1,126 

795 

693 

553 

475 

415 

456 

379 

608 

404 

338 

285 

513 

295 

401 

845 

781 

673 

918 

693 

725 

605 

649 

495 

811 

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

1
8

~
2

9
歳

3
0

代
4

0
代

5
0

代
6

0
歳

以
上

通勤 通学 業務（近郊） 出張 買い物 外食 観光・レジャー 送迎 通院 ドライブ

+740(+40.8%)+14.3%▲1,476 ▲14.1%

+2,002 +1,649(+195.1%) +60.4%

+553(+98.8%) +25.5%

+618 +557(+103.6%) +80.0%

+649 +137.4% +920(+43.0%)

+6,377（+37.3%)

▲15.1%

▲22.3%

▲2,020 (▲74.4%)

▲798 ▲741(▲40.3%)

▲34.0%

※ハイライト

①増減率の大きい上位2項目

②±500以上の増減がある項目

+494 +525 +684

▲14.1%

+2,255

（+23.5%)

移動 クルマへの意識

減少寄与度が高い項目 減少率が高い項目

増加寄与度が高い項目 増加率が高い項目
凡例
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コロナ禍前後における通勤頻度の変化

7割以上の人がコロナ禍前と同等の頻度で通勤している一方、

未だ20%強の人は在宅勤務を実施している
②移動目的

移動 クルマへの意識

76.9%

7.2%

1.5%

1.8% 2.7%

2.6%

2.3% 5.0%

コロナ前と変わらない コロナ前の70％程度

コロナ前の80％程度コロナ前より増えた

コロナ前の90％程度

コロナ前の60％程度

コロナ前の50％以下

コロナ前から通勤していない

自宅などから職場への通勤頻度の変化*

コロナ禍前との

通勤頻度変化の

加重平均

▲4.8%

*電車、短距離バス、マイカー、タクシー/ハイヤー、トラック/社用車、2輪車、自転車、徒歩で移動ありの人

71.7%

69.1%

83.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

三大都府県

三大都市圏郊外

その他の地域

コロナ禍前より通勤頻度が減少

17.8％

20.7％

9.0％

埼玉県、千葉県

神奈川県、兵庫県

京都府、奈良県

東京都、大阪府

愛知県

n=230

n=246

n=498

n=974

リモートワークはコロナ禍後も一定定着していると想定される
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コロナ禍前後における通勤時間の変化

通勤の移動時間は全体で3分増加し、特に三大都市圏郊外では片道約1時間となった。

勤務先までの通勤時間は長時間化したと考えられる
②移動目的

移動 クルマへの意識

通勤で移動ありの人* ：通勤一回の平均移動時間（片道）

*電車、短距離バス、マイカー、タクシー/ハイヤー、トラック/社用車、2輪車、自転車、徒歩で移動ありの人

2018年 2023年

35分 38分

2018年 2023年

三大都府県 36分 40分

三大都市圏郊外
50分 56分

その他の地域 26分 29分

＜全体＞ ＜地域別＞

埼玉県、千葉県、神奈川県

兵庫県、京都府、奈良県

東京都、大阪府、愛知県

リモートワークの浸透による準郊外への移住および公共交通機関の運行頻度の減少の影響と想定される
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自宅から電車の最寄り駅までの時間

【参考】自宅から徒歩5分以内に最寄り駅がある人は減少しており、特に三大都府県で顕

著。また、地方都市を除くと、徒歩10分以上の人の割合が増加している。

16.3%

13.3%

27.0%

20.3%

17.6%

14.2%

10.1%

9.4%

25.4%

26.4%

36.6%

38.6%

28.6%

28.2%

17.7%

19.2%

24.8%

26.0%

26.1%

26.3%

28.8%

31.3%

21.8%

22.9%

11.5%

12.6%

6.4%

7.8%

13.6%

13.4%

12.8%

14.5%

22.0%

21.7%

3.9%

6.9%

11.4%

12.9%

37.6%

34.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

全
体

三
大

都
府

県

三
大

都
市

圏

郊
外

そ
の

他
の

地
域

徒歩5分以内にある 徒歩10分以内にある 徒歩20分以内にある 徒歩30分以内にある 徒歩30分以内には一箇所もない
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コロナ禍前後における通学者の割合変化および世代構成比の変化

29歳以下で通学で移動している人の割合が大きく減少した一方、

30代以上で大きく増加しており、世代を問わず通学で移動する傾向に変化している
②移動目的

移動 クルマへの意識

通学で移動ありの人の世代別構成比

48.1%

29.4%

16.7%

21.2%

16.3%

20.9%

9.8%

12.4%

9.1%

16.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

2023年

2018年

60歳以上18－29歳 30代 40代 50代

世代別：通学で移動ありの人の割合

2018年 2023年

全体 13.0%
（n=3,595）

12.7%
（n=2,856）

18－29歳 36.1%
（n=621）

29.5%
（n=363）

30代 15.7%
（n=496）

20.8%
（n=371）

40代 12.0%
（n=631）

15.5%
（n=489）

50代 8.7%
（n=525）

9.8%
（n=458）

60歳上 3.2%
（n=1,322）

12.7%
（n=1,175）

n=364

n=466

30代以上での学び直しの機会が増加したことが背景にあると想定される
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コロナ禍前後における買物頻度及び移動時間の変化

買物頻度の減少傾向は現在もまだ大きな影響が残っている一方で、

一回の買い物の移動時間が伸びている
②移動目的

移動 クルマへの意識

62.6%6.4%

7.7%

6.2%

5.3%

3.5%

4.4%
3.8%

コロナ前の70％程度コロナ前と変わらない コロナ前の50％以下コロナ前の90％程度

コロナ前より増えた コロナ前の80％程度 コロナ前の60％程度 コロナ前から通勤していない

自宅などから店舗への買物頻度の変化

2018年 2023年

32分 45分

買物で移動ありの人：

一回の平均移動時間（片道）

コロナ禍禍前との

買物頻度変化の

加重平均

▲8.4%

n=2,341

コスパ重視のまとめ買いで郊外の大型スーパーに行くことが増え、移動時間が増加したと推察される
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移動手段

移動 クルマへの意識
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移動手段別：一人当たり総移動量

③移動手段

移動手段別一人当たり年間総移動量(km)

1,069

1,428

96

4,491

84

6,062

314

59

296

377

208

47

716

1,019

116

4,631

152

7,191

280

168

563

363

707

443

85

2,000 4,0000 1,000 3,000 5,000 8,0006,000 7,000

827

長距離バス

マイカー

トラック／社用車

飛行機

新幹線

電車

短距離バス

レンタ／シェア

タクシー／ハイヤー

2輪車

自転車

徒歩

その他

2023年

2018年

（km）

▲353(▲33.0%)

凡例：
増加率/量が高い項目

減少率/量が高い項目

+109(+184.7%)

+330(+87.5%)

▲264(▲31.9%)

※ハイライト

①増減率の大きい上位3項目

▲409(▲28.6%)

出張の移動量がコロナ禍前の水準に戻らず、飛行機と新幹線の移動量が減少。

コロナ禍でニーズが高まったマイカーや自転車の移動量は大きく増加している

移動 クルマへの意識

+1,129(+18.6%)
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移動手段の変化

移動量全体に占める手段の割合では、電車を含む公共交通機関が減少傾向にあり、

マイカーや自転車など個人所有の移動手段で移動する割合が高い
③移動手段

7.0% 9.3%

6.2%

0.6%

0.7%

29.2%

28.2%

0.5%

0.9%

39.5%

43.8%

2.0%

1.7%

5.4%

1.9%

2.2%

0.3%

0.5%

20%10% 100%0% 50%30% 40% 60% 80% 90%70%

2018年

2.7%

1.0%

0.4% 2.5%

2023年

1.4%

3.4%

4.3%

4.4%

飛行機 短距離バス レンタ／シェア新幹線 長距離バス 電車 マイカー タクシー／ハイヤー 2輪車トラック／社用車 自転車 徒歩 その他

移動手段割合の変化

▲5.8pt

移動 クルマへの意識

+4.3pt

減少率が高い項目

増加率が高い項目
凡例

コロナ禍だけでなく、最近の健康志向の高まりも影響し、自転車の移動割合が増加したと想定される
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地域×移動手段：一人当たり総移動量

マイカー利用は地域問わず増加しているが、三大都府県のみ電車の移動量も大きく増加。

三大都市圏郊外では公共交通機関の減少が大きく、総移動量減の要因となっている
③移動手段

地域別における移動手段別一人当たり年間総移動量(km)

1,394 

1,130 

853 

762 

1,032 

484 

1,774 

1,636 

2,127 

735 

831 

871 

188 

168 

50 

45 

77 

131 

6,516 

8,254 

7,847 

7,266 

1,438 

1,357 

70 

196 

104 

140 

78 

137 

2,389 

3,660 

3,448 

4,250 

9,510 

10,591 

110 

356 

604 

108 

245 

340 

51 

213 

88 

54 

46 

209 

415 

582 

915 

247 

985 

731 

222 

443 

503 

295 

210 

362 

498 

967 

438 

774 

279 

540 

245 

638 

272 

575 

150 

272 

5 

47 

85 

55 

47 

120 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

三
大

都
府

県
三

大
都

市
圏

郊
外

そ
の

他
の

地
域

飛行機 新幹線 長距離バス 電車 短距離バス マイカー レンタ／シェア タクシー／ハイヤー トラック／社用車 2輪車 自転車 徒歩 その他

+1,738 +1,271

+802

+1,137

+336(+76.7%)

▲18.9% ▲10.6%

▲82.1%

+223.6%

+317.6%

▲668(▲73.0%)

+354.3%+70.1%▲548(▲53.1%)

▲25.8%

※ハイライト

①増減率の大きい上位2項目

②±500以上の増減がある項目

③徒歩・その他除く

+34.6%

移動 クルマへの意識

※地域の定義

三大都府県：

東京都、大阪府愛知県

三大都市圏郊外：

埼玉県、千葉県、神奈川県

兵庫県、京都府、奈良県

減少寄与度が高い項目 減少率が高い項目

増加寄与度が高い項目 増加率が高い項目
凡例
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世代×移動手段：一人当たり総移動量

マイカーの移動量は全世代で増加しているが、30代及び60歳以上で特に顕著。

また、30代以下は電車での移動量が大きく増加した
③移動手段

世代別における移動手段別一人当たり年間総移動量(km)

959 

1,075 

1,346 

1,407 

877 

751 

1,847 

352 

798 

514 

3,279 

1,754 

856 

1,387 

1,005 

1,377 

1,369 

815 

999 

607 

141 

267 

51 

182 

22 

166 

77 

66 

135 

48 

8,227 

9,688 

5,294 

6,172 

5,119 

4,865 

5,720 

4,953 

1,647 

2,359 

87 

323 

79 

221 

84 

130 

110 

161 

73 

83 

6,610 

6,744 

6,806 

9,846 

7,355 

7,600 

6,507 

6,924 

4,731 

6,426 

1,165 

427 

226 

536 

196 

340 

115 

178 

84 

169 

123 

239 

40 

344 

36 

181 

45 

153 

53 

91 

1,133 

614 

1,175 

996 

686 

645 

857 

764 

608 

299 

575 

321 

449 

545 

328 

509 

133 

302 

157 

283 

567 

920 

531 

927 

534 

634 

332 

726 

174 

593 

272 

632 

237 

606 

246 

425 

208 

400 

149 

357 

14 

128 

10 

310 

164 

35 

84 

36 

6 

40 

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

1
8

~
2

9
歳

3
0

代
4

0
代

5
0

代
6

0
歳

以
上

飛行機 新幹線 長距離バス 電車 短距離バス マイカー レンタ／シェア タクシー／ハイヤー トラック／社用車 2輪車 自転車 徒歩 その他

+1,461+89.4% +271.3%▲1,525(▲46.5%) ▲738(▲63.3%)

+878 +3,040+256.9% +760.0%

+654.5%▲14.4% +402.8%

▲6.0%

▲1,495(▲80.9%)

▲554(40.5%)

+127.1%

+240.0%

+1,69

5
+712▲64.4%

+101%

+240.8%▲50.8%
※ハイライト

①増減率の大きい上位2項目

②±500以上の増減がある項目

③徒歩・その他除く

+531 ▲179(▲15.2%)

▲767

移動 クルマへの意識

減少寄与度が高い項目 減少率が高い項目

増加寄与度が高い項目 増加率が高い項目
凡例
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世代別：通学における移動手段ごとの移動量割合

【参考】60歳以上を除く全ての層で、新幹線での通学移動量の割合が増加。

特に40・50代で新幹線の移動が10%を超えており、遠方への通学移動の傾向が見られる
③移動手段

1%

6%

2%

7%

0%

16%

0%

10%

0%

0%

1%

1%

0%

0%

0%

2%

0%

1%

0%

0%

81%

61%

63%

32%

35%

25%

60%

28%

7%

33%

9%

18%

26%

37%

53%

47%

33%

35%

91%

60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

2 0 1 8 年

2 0 2 3 年

1
8

~
2

9
歳

3
0

代
4

0
代

5
0

代
6

0
歳

以
上

新幹線 長距離バス 電車 短距離バス マイカー レンタ／シェア タクシー／ハイヤー トラック／社用車 2輪車 自転車 徒歩 その他

移動 クルマへの意識

+5.0pt

+5.0pt

+16.0pt

+10.0pt

+9.0pt

+11.0pt

+26.0pt

▲20.0%

▲31.0%

▲10.0%

▲32.0%

▲31.0%

減少率が高い項目

増加率が高い項目
凡例
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移動ニーズ

移動 クルマへの意識
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移動に求めるニーズ

「安心・安全性」「利便性」に対するニーズに変化はないが、コロナ禍特有の「3密回避」のよ

うなニーズはもはや重視されていない。また、移動コストに対するニーズも低下している。
④移動ニーズ

2018年 （n=3,595） 2020年（n=3,120） 2023年（n=2,856）

1

位

2

位

3

位

5

位

4

位

◼ 3密回避：3密（密閉・密接・密集を）を避けて移動したい

◼ 安心：安心して移動したい

◼ 安全性：安全性高く移動したい

◼ 乗換無し：一つの移動手段で目的地まで移動したい

◼ 安価：移動料金が安い

◼ 快適：ゆったりと座って快適に移動したい

◼ 時間通り：時間通りに出発／到着してほしい

◼ 短時間移動：移動手段（クルマ、バス、等）のスピードが速く、短時間で移動したい

◼ 待時間少：乗り換えや乗車に係る待ち時間なく、なるべく待時間少に移動したい

◼ 衛生面：衛生面に配慮して移動したい

凡例：ニーズ項目と設問選択肢

◼ 個室空間：人の目を気にしない個室空間で移動したい

◼ 走る喜び：走る喜びを感じながら移動したい

◼ 大ｽﾍﾟｰｽ：大人数／大きな荷物を楽に運んで移動したい

◼ 他者に運転：疲労時などは他者に運転してもらい楽に移動したい

◼ 有意義な情報提供：移動中におススメスポットなど、目的に合った有意義な情報を提供してほしい

◼ 手続きの簡素化：乗降車に係る手続き（予約・決済、駐車など）を楽に利用したい

◼ 有意義に過ごす：道中有意義に時間を過ごし移動したい（学習・自己研磨、睡眠、娯楽等）

◼ 環境配慮：環境に配慮して移動したい

◼ プレミア感：プレミア感を感じながら移動したい

◼ ユニークな仕様・デザイン：普段と違う仕様・デザインを楽しみながら移動したい

安心：25.8%

乗換無し：20.0%

安全性：16.6%

快適：12.7%

時間通り：10.8%

安心：26.8%

安全性：21.9%

乗換無し：21.6%

安価：17.1%

快適：16.9%

安心：26.5%

3密回避：25.4%

安全性：17.1%

乗換無し：13.8%

快適：8.9%

*1：2020/23年追加項目

脚注：移動ニーズは各移動目的において、最重視TOP3を選択する形式で調査

*1

移動 クルマへの意識
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「3密」ほどではないが、コロナ禍前に比べ業務上の移動で「安心」を求める傾向が高まった。

また、「乗り換え」なしの移動ニーズも上昇している
④移動ニーズ プライベート

の外出

業務上の

外出

安心

25.3%

乗換無し

24.0%

時間通り

28.8%

時間通り

28.3%

安全性

19.2%

時間通り

22.5%

安心

22.2%

快適

22.4%

安心

25.5%

安心

25.1%

快適

25.1%

安心

25.3%

時間通り

21.2%

安心

21.0%

時間通り

14.1%

快適

16.5%

安心

19.8%

乗換無し

16.5%

時間通り

18.1%

安心17.1%
時間通り

16.0%

乗換無し

12.7%

安全性

14.9%

乗換無し

13.3%

快適

11.9%

時間通り

27.7%

安全性

20.0%

安全性

11.9%

待時間少

16.3%

待時間少

14.8%

移動目的

通勤

業務

出張

通学

移動ニーズ（全国）

1位 2位 3位 4位 5位

2023年 （2018年） 2023年 2023年 2023年 2023年（2018年） （2018年） （2018年） （2018年）

安価

21.9%

安価

18.4%

乗換無し

17.4%

安全性

18.2%

安全性

11.8%

快適

11.4%

乗換無し

20.5%

快適

15.5%

安全性

15.4%

安全性

10.4%

移動 クルマへの意識
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④移動ニーズ

買い物

外食

送迎

観光・レジャー

ドライブ

通院

移動ニーズ（全国）

1位 2位 3位 4位 5位

安心

27.6%

乗換無し

24.2%

安全性

16.7%

快適：

10.3%

安心

25.6%

乗換無し

18.9%

安心

26.0%

乗換無し

21.9%

安全性

20.3%

安心

28.3%

短時間

11.9%

安心

26.5%

乗換無し

17.1%

安全性

19.6%

快適

16.9%

乗換無し

22.0%

安心

28.1%

安全性

17.2%

短時間

10.7%

乗換無し

26.2%

安価

21.2%

安心

28.5%

安全性

20.1%

短時間

17.1%

2023年 （2018年）

安全性

30.7%

乗換無し

26.6%

安全性

20.0%

安心

25.3%

安全性

22.0%

走る喜び

23.2%

安心

30.8%

乗換無し

23.7%

快適

23.1%

安価

17.7%

乗換無し

17.6%

安心

25.5%

快適

18.6%

安価

18.6%

安心

26.9%

乗換無し

20.1%

時間通り

14.2%

短時間

13.1%

安心

26.9%

安全性

22.7%

快適

22.6%

乗換無し

15.8%

安全性

24.2%

安価

18.0%

短時間

14.4%

2023年 2023年 2023年 2023年（2018年） （2018年） （2018年） （2018年）

移動目的

安価

10.2%

安価

11.3%

時間通り

9.4%

走る喜び

12.3%

時間通り

9.8%

快適

11.3%

安価

10.3%

安全性

15.4%

乗換無し

19.9%

プライベート

の外出

業務上の

外出

プライベートの外出でもコスト面の意識が低下しており、

むしろ「安心」「安全」かつ「便利」「快適」な移動をより重視するようになっている

快適

17.6%

安全性

17.6%

移動 クルマへの意識
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三大都府県
（東京都、大阪府、愛知県）

三大都市圏郊外
（埼玉県、千葉県、神奈川県、

兵庫県、京都府、奈良県）
その他の地域

1

位

2

位

3

位

5

位

4

位

安心

27.7%

乗換無し

23.1%

安全性

21.3%

安価

15.0%

快適

14.1%

安心

26.9%

安全性

23.6%

時間通り

18.5%

安価

18.2%

快適

17.7%

安心

25.2%

乗換無し

22.1%

安全性

21.6%

快適

21.4%

安価

19.9%

安心

24.0%

乗換無し

23.1%

安全性

17.7%

快適

11.2%

短時間

10.6%

安心

28.9%

安全性

15.4%

乗換無し

15.1%

時間通り

15.0%

快適

13.0%

安心

26.2%

乗換無し

18.9%

安全性

15.7%

快適

15.3%

時間通り

12.0%

2018年

（n=869）

2023年

（n=691）

2018年

（n=1,024）

2023年

（n=776）

2018年

（n=1,702）

2023年

（n=1,389）

移動に求めるニーズ

移動コストに対するニーズが全地域で低下。また、移動の長時間化の影響からか、

三大都市以外でも「移動時間」を重視するニーズが高まっている
④移動ニーズ

移動 クルマへの意識
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18~29歳

1

位

2

位

3

位

5

位

4

位

安心

22.3%

快適

20.4%

安価

18.7%

時間通り

15.3%

乗換無し

15.2%

安心

17.7%

安価

16.4%

快適

14.7%

乗換無し

11.5%

短時間

11.1%

2018年

（n=621）

2023年

（n=363）

移動に求めるニーズ

全世代で「安心」を重視する傾向だが、「安全性」に対するニーズはやや弱まっている。

また30代以上でコストに対するニーズが低下し、利便性や快適さを求める傾向が強まる
④移動ニーズ

30代

安心

25.2%

乗換無し

20.9%

安全性

19.5%

安価

17.7%

快適

15.1%

安心

20.1%

乗換無し

17.4%

快適

12.8%

安全性

12.5%

時間通り

12.5%

2018年

（n=496）

2023年

（n=371）

40代

安心

25.6%

安価

21.1%

安全性

20.3%

乗換無し

19.9%

快適

16.6%

安心

26.6%

乗換無し

17.8%

安全性

15.6%

快適

13.0%

短時間

11.3%

2018年

（n=631）

2023年

（n=489）

50代

安心

32.2%

安全性

27.1%

乗換無し

20.8%

時間通り

18.0%

安価

16.1%

安心

25.4%

乗換無し

21.2%

安全性

19.9%

快適

14.8%

安価

12.8%

2018年

（n=525）

2023年

（n=458）

60歳以

上

安心

28.3%

乗換無し

26.6%

安全性

25.5%

快適

16.3%

安価

14.3%

安心

30.2%

乗換無し

24.2%

安全性

19.7%

快適

11.0%

時間通り

9.9%

2018年

（n=1,322）

2023年

（n=1,175）

移動 クルマへの意識
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クルマに対する意識の変化

33

3-2

移動 クルマへの意識
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アプローチ方法

コロナ禍前と後を比較したクルマ全体およびクルマの保有・利用に対しての価値観の変化を

調査

調査方法分析の軸

自動車のイメージ
自動車のイメージは何か

／コロナ禍前後で

変化したか

自家用車保有
マイカーを保有しているか

今後保有するか

利活用意向
自動車関連サービスを

利用しているか

今後利用するか

① 単なる移動手段

② 自己表現・ステータス

③ 運転自体を楽しめるもの

④ 家族・友人・恋人との空間

⑤ プライベートな空間

⑥ バッテリーや災害用としての道具

⑦ 仕事に欠かせないパートナー

⑧ 事故や密閉を作るネガティブな存在

⑨ 分からない・特に意味はない

⑩ その他

① 現在のマイカーの保有有無

② 今後のマイカーの保有意向

③ マイカー保有および非保有の理由

① 現在の利用有無・認知度

② 今後の利用意向

③ 利用および非利用の理由

下記10の選択肢を用意

1

2

3

移動 クルマへの意識

① レンタカー

② カーシェア（BtoC）

③ カーシェア（CtoC）

④ オンデマンドバス

⑤ コミュニティバス

⑥ タクシー配車アプリ

⑦ シェア自転車

⑧ 小型電動モビリティ*1

下記8つのサービスを調査

*1 : 電動キックボード、等
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クルマイメージの変化（全体）

コロナ禍前後でのクルマに対するイメージに大きな変化は見られず。

回答者の約7割が依然として「単なる移動手段」か「特に意味なし」と認識する傾向
①クルマのイメージ

51.0%

47.0%

17.6%

21.4%

11.5%

9.5%

7.5%

6.9%

5.7%

6.8%

0.7%

1.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50% 55% 60% 65% 70% 75% 80% 85% 90% 95% 100%

2.6%

コロナ前

1.2%

2.4%

2.9%

コロナ後

0.3%

0.5%

0.6%

2.4%

運転が好き単なる移動手段 家族・友人との時間特に意味なし プライベート空間 自己表現・ステータス 仕事のパートナー ネガティブ(事故・密閉) 災害・バッテリー その他

クルマのイメージ割合の変化

「単なる移動手段」 「意味なし」

と認識するクルマ無関心層が約7割を占める

移動 クルマへの意識

n=2,856
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クルマのイメージー年収別

低中所得では無関心層の増加、高所得層ではクルマ好きが増加、二極化がより進む
①クルマのイメージ

年収別

52%

49%

53%

49%

53%

43%

20%

25%

10%

15%

10%

9%

9%

8%

15%

11%

15%

16%

6%

6%

7%

8%

7%

9%

6%

6%

9%

8%

9%

11%

3%

2%

3%

3%

3%

3%

2%

2%

3%

4%

3%

8%

0.7%

1.4%

0.2%

0.6%

0.2%

0.0%

0%

1%

0%

1%

0%

1%

1%

2%

0%

1%

0%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

コロナ前

コロナ後

コロナ前

コロナ後

コロナ前

コロナ後

低
年
収
層

(n
=

7
9

0
)

中
年
収
層

(n
=

7
6

8
)

高
年
収
層

(n
=

1
7

0
)

単なる移動手段 特に意味なし 家族・友人との時間 運転が好き 自己表現・ステータス プライベート空間 仕事のパートナー ネガティブ(事故・密閉) 災害・バッテリー その他

移動 クルマへの意識

減少寄与度が高い項目 減少率が高い項目

増加寄与度が高い項目 増加率が高い項目
凡例
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マイカー保有割合変化

保有率に関しては、登録車・軽自動車ともに横ばいとなっている

マイカー保有の割合変化

3.0%

1.9%

0.7%

1.4%

7.3%

6.1%

5.2%

4.6%

44.2%

44.3%

27.6%

28.6%

18.3%

20.7%

16.3%

16.5%

27.2%

27.0%

50.2%

48.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年

2023年

2018年

2023年

登
録

車
軽

自
動

車

3台以上保有 2台保有 1台保有 過去は保有していたが現在非保有 保有経験なし

②マイカー保有

移動 クルマへの意識

n=3,595

n=2,856

n=3,595

n=2,856
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年代×車種別自動車保有割合

29歳以下では車種に関係なくマイカー保有率は減少しており、60歳以上では登録車から

軽自動車へ移行していると推察

登
録
車
保
有
割
合

軽
自
動
車
保
有
割
合

4.0%

4.1%

1.5%

0.5%

1.9%

2.0%

2.2%

2.2%

3.9%

1.4%

7.1%

6.9%

6.9%

7.8%

6.4%

4.9%

6.0%

5.9%

8.4%

5.9%

35.4%

30.6%

46.6%

44.5%

45.8%

49.1%

45.8%

47.4%

46.1%

45.4%

7.7%

5.5%

12.7%

11.6%

20.6%

16.2%

23.5%

21.4%

22.2%

29.8%

45.8%

52.9%

32.3%

35.6%

25.3%

27.8%

22.5%

23.1%

19.4%

17.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年

2023年

2018年

2023年

2018年

2023年

2018年

2023年

2018年

2023年

1
8
~
2
9

歳
3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
歳

以
上

3台以上保有 2台保有 1台保有 過去は保有していたが現在非保有 保有経験なし

1.1%

2.5%

0.5%

1.6%

1.0%

1.2%

1.3%

1.7%

0.2%

0.9%

8.6%

2.8%

6.2%

4.6%

6.8%

4.9%

5.2%

3.9%

2.5%

5.2%

29.9%

27.0%

28.3%

31.8%

33.3%

29.7%

28.3%

30.6%

23.3%

27.0%

8.9%

9.4%

18.7%

13.2%

17.1%

17.0%

14.0%

16.4%

19.5%

19.6%

51.5%

58.4%

46.4%

48.8%

41.9%

47.2%

51.3%

47.4%

54.5%

47.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年

2023年

2018年

2023年

2018年

2023年

2018年

2023年

2018年

2023年

1
8
~
2
9

歳
3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
歳

以
上

3台以上保有 2台保有 1台保有 過去は保有していたが現在非保有 保有経験なし

▲4.8pt

+7.6pt

+7.1pt

+7.1pt ▲7.1pt

+5.3pt

+6.9pt

▲5.5pt

▲7.3p

t

移動 クルマへの意識

n=621

n=363

n=496

n=371

n=631

n=489

n=525

n=458

n=1,322

n=1,175

n=621

n=363

n=496

n=371

n=631

n=489

n=525

n=458

n=1,322

n=1,175

減少寄与度が高い項目 減少率が高い項目

増加寄与度が高い項目 増加率が高い項目
凡例

②マイカー保有
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地域×車種別自動車保有割合

【参考】都市圏郊外では車種に関係なくマイカー保有率は増加しており、また、地方都市で

は登録車から軽自動車へ移行していると推察

0.4%

0.…

1.2%

0.9%

5.4%

3.0%

4.7%

4.5%

1.8%

3.6%

11.9%

8.3%

40.8%

37.8%

46.2%

45.5%

44.8%

46.9%

20.6%

21.0%

20.9%

21.9%

15.5%

19.8%

33.6%

35.9%

30.0%

28.1%

22.4%

22.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年

2023年

2018年

2023年

2018年

2023年

三
大
都
府
県

三
大
都
市
圏

郊
外

そ
の
他
の
地

域

3台以上保有 2台保有 1台保有 過去は保有していたが現在非保有 保有経験なし▲6.0pt

登
録
車
保
有
割
合

軽
自
動
車
保
有
割
合

0.1%

0.3%

0.2%

0.3%

1.3%

2.5%

3.0%

1.3%

2.1%

2.1%

8.3%

7.6%

19.7%

17.7%

17.5%

20.7%

37.7%

38.5%

17.0%

16.1%

9.3%

15.7%

20.2%

17.1%

60.3%

64.7%

70.9%

61.2%

32.5%

34.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2018年

2023年

2018年

2023年

2018年

2023年

三
大
都
府
県

三
大
都
市
圏

郊
外

そ
の
他
の
地

域

3台以上保有 2台保有 1台保有 過去は保有していたが現在非保有 保有経験なし

▲9.7pt

移動 クルマへの意識

n=869

n=691

n=1,024

n=776

n=1,702

n=1,389

n=869

n=691

n=1,024

n=776

n=1,702

n=1,389

減少寄与度が高い項目 減少率が高い項目

増加寄与度が高い項目 増加率が高い項目
凡例

②マイカー保有
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自家用車の将来保有意向

保有・非保有者ともに、今後の保有意向は下がっており、保有率は減少すると考えられる
②マイカー保有

現
在
保
有

現
在
非
保
有

76

6

4

21

400 10 20 30 50 60 70 80

71

検討中

14

保有

わからない

保有しない

5

3

7

12

21

66

400 10 3020 50 60 70 80

保有

検討中

62

わからない

保有しない

4

9

19

2018年調査 現在保有者 (n=2,612)

2018年調査 現在非保有者(n=983)

今回調査 現在保有者(n=2,031)

今回調査 現在非保有者(n=825)
凡例：

自家用車保有・非保有者の将来保有意向比較

+7.0pt

2023年

2018年
凡例：

増加率/量が高い項目

減少率/量が高い項目

移動 クルマへの意識

(%)

(%)

現在保有者は、保有意向も非保有意向も減少しており、

わからないが増加していることから、保有率は減少すると考えられる

現在非保有者は、保有意向が減少・非保有意向が増加しており、

保有率は減少すると考えられる
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マイカー保有者の保有意向不明ー年代・地域別

すべての年代や地域において、保有しているクルマを今後「保有し続けるかどうかかわからな

い」と回答した割合が増加しており、特に29歳以下の伸びが大きい
②マイカー保有

0

5

10

15

20

25

30

35

40

18~29歳 30代 40代 50代 60歳以上 全体

年代別 地域別

0

5

10

15

20

25

30

35

40

三大都府県 三大都市

圏郊外

その他の地域 全体

現在保有→将来わからないのセグメント比較

三大都府県：

愛知県、東京都、大阪府

三大都市圏郊外：

埼玉県、千葉県、神奈川県、

兵庫県、京都府、奈良県

+19.1pt

移動 クルマへの意識

2018年

n=418

2023年

n=207

2018年

n=362

2023年

n=264

2018年

n=485

2023年

n=366

2018年

n=388

2023年

n=350

2018年

n=959

2023年

n=844

2018年

n=2,612

2023年

n=2,031

2018年

n=509

2023年

n=371

2018年

n=649

2023年

n=503

2018年

n=1,453

2023年

n=1,157

2018年

n=2,612

2023年

n=2,031

(%) (%)

2023年

2018年
凡例：

増加率/量が高い項目

減少率/量が高い項目
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マイカー非保有者の非保有意向ー年代・地域別

若年層や三大都府県において、現在非保有車のマイカーの非保有意向が増加している
②マイカー保有

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

全体18~29歳 30代 40代 50代 60歳以上

年代別 地域別

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

三大都府県 三大都市

圏郊外

その他 全体

現在非保有→将来も非保有のセグメント比較

+15.8pt +14.6pt

+8.5pt

+7.8pt

移動 クルマへの意識

(%) (%)

2018年

n=204

2023年

n=156

2018年

n=134

2023年

n=107

2018年

n=146

2023年

n=123

2018年

n=137

2023年

n=108

2018年

n=363

2023年

n=331

2018年

n=983

2023年

n=825

2018年

n=360

2023年

n=320

2018年

n=375

2023年

n=273

2018年

n=249

2023年

n=232

2018年

n=983

2023年

n=825

2023年

2018年
凡例

増加率/量が高い項目

減少率/量が高い項目
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保有／非保有の理由

通勤や通学、送迎といったコロナ禍後の生活環境変化による要因が、

マイカー保有・非保有に影響を与えるようになり始めている
②マイカー保有

保有→非保有の理由 非保有→保有の理由※複数回答可 ※複数回答可

2018年(n=104)

1

位

2

位

2023年(n=52) 2018年(n=67) 2023年 (n=106)

家族構成の変化

53.1%

ローン・維持費

15.0%

3

位

4

位

減収

12.3%

5

位

運転が好きでは

なくなった

10.0%

ローン・維持費

28.8%

減収

15.4%

運転が好きでは

なくなった

15.4%

自身の通勤・通学で

不要

9.6%

増収

30.6%

家族構成の変化

23.6%

近所・友人の影響

22.6%

レジャー・娯楽で必要

18.0%

魅力的なクルマの

販売

11.6%

増収

25.5%

家族構成の変化

22.6%

レジャー・娯楽で必要

17.9%

転職・転勤で必要

17.0%

引越しで必要

15.0%
レジャー・娯楽で不要

8.1%
家族の送迎で不要

5.8%

移動 クルマへの意識

凡例
金銭要因

家族要因

嗜好要因

生活要因

その他
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利活用サービスの認知度・利用度

各種交通サービスで認知度が増加した一方で、理解度や利用率は依然低い水準にあり、

モビリティサービスはまだ浸透していないと言える
③利活用

42.7

62.9

0 50 100

4.6

10.2

16.1

名前を認知

興味がある

サービスを理解

1.6

0.4

0.3
現在利用中

2.6

0.7
将来利用希望

22.3

56.6

0 50 100

8.9

7.6

3.2

0.8

4.7

0.5

3.0

1.3

72.3

30.3

84.0

0 50 100

4.0

6.9

2.6

20.7

6.0

5.4

4.4

55.5

21.5

85.5

0 50 100

6.7

20.3

2.6

5.9

1.8

4.5

3.9

カーシェア(C2C) オンデマンドバス コミュニティバス タクシー配車アプリ

（%）（%）（%）（%）

移動 クルマへの意識

凡例：
2018年調査 (n=3,595)

今回調査 (n=2,856)

シェア自転車 小型電動モビリティ*1

78.0

0 50 100

4.1

17.4

1.1

2.0

65.5

0 50 100

10.2

1.2

0.4

3.5

*1 : 電動キックボード、等
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利活用サービスの認知度・利用度

【参考】レンタカーとカーシェア(B2B)は、認知度が9割を超えている一方で、理解度や利用

意向が減少しており、保有以外のクルマ利用は依然伸びていない
③利活用

レンタカー カーシェア(B2C)

96.7

56.3

8.8

8.4

12.1

96.9

41.4

8.9

0 10 20 30 40 60 70 80 90 100

興味がある

サービスを理解

名前を認知

4.8

5.0
現在利用中

将来利用希望

87.5

43.5

9.4

92.8

29.2

0 20 40 60 80 100

1.2

4.7

1.3

4.9

2.3

（%） （%）

凡例：
2018年調査 (n=3,595)

今回調査 (n=2,856)

移動 クルマへの意識
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その他サービスの非利用理由

現状の交通インフラで満足している状況に加え、

各種サービスの「不便さ・面倒さ」により利用を阻害している状況が明白である
③利活用

1位 2位 3位 4位 5位

カーシェア（CtoC）

(n=658)
現在の移動

手段で十分 33.0% 料金が高い 13.5% 
使い方がよく

わからない 13.5% 
借りる/返す

際の手続き

が面倒
9.1% 

会員登録が

面倒 8.5% 

オンデマンド

バス

(n=539)

現在の移動

手段で十分 35.8%
利用拠点が

近くになく

不便
13.0% 

使い方がよく

わからない 12.1% 
自由に移動

できない 9.5% 料金が高い 9.1% 

コミュニティバス

(n=1,370)
現在の移動

手段で十分 38.6%
利用拠点が

近くになく

不便
13.4% 

自由に移動

できない 10.8%
使い方が

よく

わからない
10.8% 

経路検索

サービスに

出てこない
6.7%

タクシー配車

アプリ

(n=1,404)

現在の移動

手段で十分 39.2% 料金が高い 16.2% 
使い方がよく

わからない 13.8% 予約が面倒 7.1% 
会員登録が

面倒 5.8%

シェア自転車

(n=1,149)
現在の移動

手段で十分 39.0% 
使い方が

よく

わからない
14.1%

利用拠点が

近くになく

不便
9.5% 料金が高い 8.4% 

会員登録が

面倒 6.3%

小型電動モビリティ

(n=787)
現在の移動

手段で十分
39.6%

使い方が

よく

わからない
14.0% 

利用拠点が

近くになく

不便
9.3% 料金が高い 7.8% 

会員登録・

予約が面倒 5.3%

利便性において既存の移動手段に対しての優位性を見いだせていない声が目立つ

移動 クルマへの意識

凡例
金銭要因

UX要因

その他
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モビリティ関連企業に向けた示唆

47

4
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モビリティ関連企業に向けた示唆

コロナ禍後の世界においては、メンテナンス・リース等保有ビジネスへのシフト、車室空間の充

実による移動時間の質向上、顧客ニーズを踏まえたマイクロモビリティの提供が肝要

マイカー稼働率増加に合わせた保有系ビジネス拡充

➢ メンテナンスパック

➢ アフターパーツ販売

➢ OTAアップデート

顧客ニーズを踏まえたマイクロモビリティの開発・販売

➢ 電動自転車（e-bike）

➢ PMV（Personal Mobility Vehicle）

1

3

想定トレンド (主要項目抜粋) 本結果から考えられるビジネスチャンス

◼ コロナ禍の外出規制の反動による、

人々の外出意欲の高まり

◼対面業務の価値の再認識、消費活動

の回復

◼都心部から準郊外への移住

◼郊外大型スーパーの利用増

◼ コロナ禍により喚起されたマイカー移動

ニーズは継続

◼健康志向の高まりも相まって、自転車

による移動ニーズが増加

◼ モビリティサービス市場の拡大は限定的

かつサービス理解に大きな課題

車室空間の充実による伸長した移動時間の質向上

➢ 快適性（ネット通信、大画面、音声UI、等）

➢ 感覚への訴求（静か、におわない、等）

2
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